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概要   

ANSIによる標準情報検索プロトコルZ39．50を用いて、図書館情報大学附属図書館和図書目録と国立国会  

図書館機械可読日録（JAPAN／MARC）を提供する、二つの日本語書誌情報サーバを試験的に開発した。実  

演では試作サーバの紹介を行う。  
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Abstract   

TwoexperimentalZ39・50（ANSIstandardfbrInfbrmationRetrieval）serversfbrJapanesebibliographic  
databases，JAPAN／MARCandULIS－OPAC，aredeveloped・  
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1．ANSIZ39．50 とは  

Z39．50［1］はANSI（AmericanNationalStandardsInstitute）標準である”InformationRetrievalService  

DefinitionandProtocoISpeciRcation”の識別番号である。クライアントサーバ環境（Z39・50の仕様では  

クライアントをorigin、サーバをtarget、検索セッションをassociationと呼ぶ。本稿ではより一般的な語  

であるクライアント、サーバ、セッションという言葉を用いる。）で、複数の情報サーバにたいする検索を  

支援する。   

ANSIの認可のもとNISO（NationalInfbrmationStandardsOrganization）が情報検索や流通の分野で  

の標準化の一部としてZ39．50を整備し、1988年以来米国議会図書館のTheNetworkDevelopmentand  

MARCStandardsO且ceが管理している。Z39．50は現在のところ国際標準ではないが、ISO／DISlO162  

及び10163（探索及び検索プロトコル）として国際標準の原案に採用されることが決まっている［2】0   

1．1Z39．50による利点  

従来のWorldWideWebによる情報検索サービスでは、検索結果集合の蓄積やそれらの間でのブール演  

算、ネットワーク上の複数のデータベースに対する同時検索などが行えない。また、書誌情報を提供する  

サーバがインターネット上に多数あるにも関わらず、それらを一つの分散情報システムとして利用するこ  

とはできない。   

Z39．50はクライアントサーバ間で検索セッションを維持することで、対話的な検索処理を実現する。ま  

た、検索質問、検索語、アクセスポイントの指定法、レコードの返戻、データの異機種間のやりとりを規  

定することにより、複数の情報サーバを一つの情報システムとして利用することを可能にする。   

2．試作システムの実演について   

2．1試作の位置付け  

本研究はZ39．50を用いて試験的なサーバを開発することにより、Z39．50で日本語書誌情報を提供する  

ための問題点と、Z39．50による標準化の利点を得るために必要な諸条件を明らかにすることを目的とする  

［3】国。   

2．2試作サーバ   

ふたつのサーバを試作した。これらのサーバやインタフェースはC言語で開発した。試作と動作環境には  

UNIXWSを用いた。  

・JAPAN／MARCサーバ  

1年分のJAPAN／MARCデータベースのローマ字の情報について、Z39．50の検索要求に応じるサーバ  

を構築した。このJAPAN／MARCシステムは、情報処理学会情報学基礎研究会における先の報告［5】の  

cgi（commongatewayinterface）用サーバにZ39・50インタフェースをフロントエンドとして開発し、実現  

した。参考図を図1にしめす。  

・口上IS－OPACサーバ   

図書館情報大学附属図書館の目録データ（批IS－OPAC）のサブセットを日本語データとして提供する  

Z39．50基本サーバを構築した。大型汎用計算機ⅡITACM660で提俵されていたULIS－OPACデータベー  

スからレコードをコピーし、UNIXW■S上で必要なデータの変換を行った。サーバについての参考図を図  

2にしめす。  
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2．3実演システム   

・JAPAN／MARCシステム  

JAPAN／MARCサーバでは、データベース中のローマ字に変換できる書誌情報をローマ字で提供して  

いる。この限りでは、日本語の文字コードの問題は生じない。Z39．50GUIクライアントであるWillow［6】  

を用いた検索事例を紹介する。実行画面を例1として示す。  

・ULIS－OPACシステム   

ULIS－OPACサーバでは、日本語（和書誌）の書誌情報を提供している。日本語の文字コードを正しく  

伝えることのできるZ39．50クライアントソフトウェアについて、筆者らは存在を確認していない。このた  

め、当面サーバを評価する目的でZ39・50ULIS－OPACサーバに対しcgiを通して疑似的にstatefu1な検索  

を行うことのできる検索ページを、WWWのフォーム機能を用いて作成した。実行画面を例2として示す。  
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図1JAPAN／MARCサーバ  

図21JIJIS OPACサーバ  
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Sl慮れ8ry List  

28  9コロ26949 xooRIm DÅエG息KU mSYOXAN Ⅳ工 OKERU SIRYOO Rm ZYOOKYOClnO 2；エTでAエ ⅣⅠⅣエTE／KC  
29  93026951日mⅣ mSyOK且Ⅳ RYOOG：KAImIBO／SEⅣHON mSyOR且Ⅳ KyOOGエKA工  
3【1 93029513 TOSYOKAⅣ GAエyOO／KOGANEISエR工m TOSYOKÅ封  
31  93〔）29518 R息がÅGÅWA KmIm TOS￥OK点N WAGÅWÅm工でU KÅWÅSÅK工 mSYOKAⅣ Z00KA TOS曾O TYOSY良  
32  930296∈11TOSYOK且Ⅳ HOOKIKIヱYUN S00RÅN／ⅣIHON mSYOKÅN RYOOKAエ  

34  93ロ29687 SEエGÅKUエⅣ DÅ王G△KU SOOGOO mSyOR烏劇■ ZOOSYOⅧ〕RURORU／5E工GAXUエN D且エG且RU SOOG∞ T⊂  
35  9コロ30850 RÅWOE SIR工m mSYOKÅN SyO2：00 RY00m S工RYO0 2；00RA TOSYO 朗DKURORU／RÅWOE 5IP  
36  9ヨ0308引〕zID00眉YO TO mS曾OKÅN／mSYORÅⅣ HOORA丑U  
37  93032【I29 sエME GAKUSm NO TAHENO で○≦；yORAN RI￥00H00／yÅMAKITEでU0  
38  9コロ32036 mSYOKÅN TTE ⅣÅmAROO／MÅH且RA yOS工ROO  
39  9303203710SYOK息N NO ∈；エRUHエ／KONNO ZYmO  
40  93032225 他エZmUSエ ⅣO TO6yOKAⅣ／HAIZURUSIKYOOエKU 工INK且エ  
41  9コロ32271AITIm工m RÅⅣGO T且ⅣKIDA工GÅKU 汀UZOKU TOSYOKAⅣ WGO IRY∞ RゑがKEエ mS￥O MORU月  
42  93833711RORURIm KOR鼠AIm∈；YOK烏封 SyOZOO ROKUNAITIKUZIMKOO別JTU 拍⊃RUROKU／ROKUR工m K  

93029686 ∈；EIGARUIN DAエGÅKU SOOGCO TOSYOKÅN Z∞SYO M．ORU只OKU／S王：工G息KUIN DÅIG息KU  

例1JAPAN／MARCシステム実行画面  

ULI5－OPACDATA眉ASE  

CGIJrO十王39．50PROTOTY陀SEARC虻FORM  

安架宏幸の修士論文に伴う研究のために作成されました。  
（ホシステムは付属図書館のサービスではありません。）  

データの著作権は図書館情報大学付属図書館にありますこ  

検索を行うためには、まずZ39．50サーバヒのⅠ血道z色（セッション開  
始）が必要てす。セッションを維持するのに必要なIDは、以後あ  
なたに提供される汀n瓜の検索フォームのなかに埋め込まれますこ  

R叩8Stボタンを押してください。画  

例2tJIノISOPACシステム実行画面  
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